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   令和２年 １月 「月報」 
１ はじめに 

明けましておめでとうございます。家族会の皆様におかれま 

しては、令和初の新年を清々しく迎えられたこととお慶び申し 

上げます。 

令和２年は、干支では庚子（かのえ・ね）、十二支では子（ね） 

年で「増える（子孫繁栄）、全ての始まり」との意味があるよう 

です。 

昨年末、政府は「調査・研究」目的での中東への自衛隊派遣 

を閣議決定し、２月初旬の派遣に向けて防衛省・自衛隊は準備 

令和２年(2020 年）   に着手しました。自衛隊は、人員不足の状況下で海外活動や大規 

模災害への対応等益々多様な役割を担うようになっています。 

本会は、困難な活動を行う自衛隊への感謝と敬意を表しつつ、「隊員に最も身近な会」 

 として、引き続き募集・援護協力や家族支援協力等の諸活動を行い「ONE TEAM」と 

なって自衛隊を支援して参ります。各県家族会の皆様には、本年もご支援・ご協力を賜 

りますようお願い申し上げます。 

２ 防衛省・自衛隊の行動 

（１）人的基盤強化のための施策を推進 

平成３０年末に閣議決定された中期防において、少子・高齢化の下で人材確保等の 

観点から処遇の向上等各種施策を総合的に推進することを柱として、防衛力の構成要 

素強化の優先事項の第一に人的基盤の強化を掲げ、「家族支援を含めた隊員の福利厚生 

の充実」を図ることが明記されており、次のような施策が推進されつつあります。 

ア 防衛省職員の給与法改正 

  昨年１１月１５日（金）、「防衛省の職員の給与等に関する法律の一部を改正する 

法律」が成立しました。これにより、次項掲載のように給与改定が行われました。 

（ア）自衛官俸給表等の改定 

   平成３１年４月１日に遡及して自衛官等の給与が引き上げられます。 

（イ）ボーナス（期末・勤勉手当）の改定 

   令和元年１２月の期末手当から引上げ 

（ウ）自衛官の初任給の引上げ 

   新規に自衛官候補生、一般曹候補生として採用される自衛官の初任給が大幅に 

引き上げられることになります。 

今回の法の改正に伴い、自衛隊法施行規則の一部が改正されました。11月 29 日付官 

報によれば、施行規則第 26 条第１項の自衛官候補生の筆記試験の内容について、従来 

の「中学校卒業程度の学力について試験する」との規定を「高等学校卒業程度の学力 
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について試験する」としています。この筆記試験の基準の見直しが、今回の初任給の 

引上げの背景にあります。 

自衛官候補生の筆記試験の基準を見直した理由については、「自衛隊の装備品が高 

  度化・複雑化し、任務が多様化・国際化する中、これらに対応できる人材を確保する 

  ため」とのことで、令和２年５月以降の採用試験から適用されます。 

 

  イ 一部の自衛官の定年延長 

    政府は、１２月１３日（金）の閣議において、1 尉から 1 曹の階級にあたる自衛官 

   の定年を、現行の５４歳から５５歳へ 1 年延長することを決めました。この結果、 

対象となるのは約３、９００人であり、本年 1 月 1 日から適用されます。 

    また、河野防衛大臣は、今後 1 佐から 3 佐までと 2 曹、3 曹の自衛官の定年を 1 

年ずつ延長する方針を明らかにしました。 

（２）令和元年度補正予算（防衛省関係） 

   政府は、１２月１３日（金）の閣議において、総額４，２８７億円の令和元年度補 

正予算（防衛省関係分）を決定しました。 

台風等の被害を受けた自衛隊施設や災害派遣活動で損耗した装備品等の復旧・整備及 

び災害対処能力向上に必要な装備品等を整備するための経費並びに自衛隊の安定的な 

運用態勢の確保等のための経費が主たる内容です。 

（３）令和２年度防衛予算 

   政府は、１２月２０日（金）、総額１０２兆６５０８０億円の来年度当初予算案を閣 

議決定しました。このうち防衛費の歳出は、8 年連続で増加し過去最大の５兆３１３３ 

億円（対前年度比+５５９億円）となっています。 
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 ３０防衛大綱及び中期防の２年目として、宇宙・サイバー・電磁波領域を含む領域 

横断作戦の実施が可能となるよう「多次元統合防衛力」の構築へ向け着実に防衛力を 

強化するとなっています。（細部は、防衛省 HP をご参照下さい。） 

３ 家族会の活動 

（１）令和元年度第３回理事会（書面決議）結果 

１２月１２日に第３回理事会（「令和２年度事業計画骨子（案）」等の書面決議） 

が行われ、３２名の理事全員が議案に同意、２名の監事に異議無く、原案どおり成立 

しました。 

     各県家族会長宛てに「令和２年度事業計画骨子」をお送りしましたので「令和２年 

度事業計画及び同収支予算書」を作成し、令和２年 2 月 28 日（金）までに提出する 

ようお願いします。 

（２）北方領土返還要求中央アピール行進 

   １2 月Ⅰ日（日）、北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協議会（会長 石垣 

根室市長）主催の北方領土返還要求中央アピール行進が、東京駅周辺にて行われまし 

た。北方領土返還要求運動連絡協議会加盟団体として、菊池東京都家族会事務局長 

及び今井業務担当（本部局員）が参加し、沖縄及び北方対策担当大臣はじめ約５００ 

名とともに行進しました。 

    

 

 

 

 

 

   領土返還要求をアピール（日比谷公園音楽堂）  家族会のビブスを着用して行進 

（３）国連スーダン共和国ミッション（UNMISS）司令部 

要員に対する激励 

   UNMISS 司令部要員として、1 月８日（水）出国予定 

の山之内祐希３等陸佐（兵站幕僚、陸上総隊司令部所属） 

及び中林由貴１等陸尉（航空幕僚、陸上総隊司令部所属） 

の 2 名に対し、12 月 19 日（木）、防衛省 A 棟ロビーにて 

本会からの激励・慰問品を土谷事務局長から贈呈しました。          

要員への激励・慰問品贈呈 

（４）入間市自衛隊家族会が発足 

  令和元年１１月３０日（土）、埼玉県入間市に新たに入間市自衛隊家族会が創設さ 

 れました。 

入間市産業文化センターで開催された創設記念総会には、斎須埼玉県会長や埼玉地 
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本募集課長他が来賓として参加し、会則の承認、役員の選任及び記念会食等が整斉と 

行われました。 

選任された役員は以下のとおりです。 

・初代会長：粕谷均 

・理事・監事：４名 

・顧問：浦山長人 

入間市内には、自衛隊員やその家族、OB 

などが多く居住しているにも拘わらず最初の 

父兄会発足当時から地区会が存在していませ   創設記念総会時の集合写真 

んでした。 

粕谷初代会長は、「会員数が１６名と小さな 

会の船出となりますが、小さく生んで大きく 

育てる」との決意と近隣の狭山市や所沢市にも 

家族会が結成されていな現況に鑑み、当面は埼 

玉県南西部地域の中核家族会として会員の拡大 

に努めるとの抱負も述べました。         創設記念総会の様子 

（５）家族会活動スナップ 

    募集（つなぎ広報）   会員宅に看板設置  人間魚雷（回天）跡地研修 

 

 

 

 

 

   愛知県尾張旭日地区会   山口県柳井市家族会   山口県下関市家族会 

 

  艦艇（とよしま）研修  第１３旅団記念行事研修 家族会主催音楽コンサート 

 

 

 

 

 

   山口県萩市家族会    山口県柳井市家族会    埼玉県坂戸市家族会 
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４ 事務局からの連絡事項とお願い 

（１）「ディフェンスワールド２０」の購読申込 

総合募集情報誌の２０２０年版「ディフェンス・ワール 

ド２０」を作成しており、本年 2 月初旬に完成予定です。 

自衛隊員を目指す人や自衛隊を知りたい方に、最新の 

  情報や写真を取り入れて、読みやすく、かつ分かりやす 

  く編集しています。申込みは、別添の「ディフェンス・ 

  ワールド２０２０年版購読申込書」を使用してメール、 

または FAX 等でご連絡をお願い致します。 

なお会員への販売価格は４７０円、申込期限は、令和２年 1 月 31 日です。 

（２）おやばと掲載シリーズ書籍化第２弾「海外活動の記録」の発行 

  この度、平成２８年８月から「おやばと」２面に掲載した「回想 自衛隊の海外活動」 

をシリーズ化した「自衛官が語る海外活動の記録」が発行されました。 

冷戦終焉に伴う国際社会の劇的な変化により、わ 

  が国へも国際貢献が求められ、海自掃海部隊のペル 

シャ湾派遣を皮切りに、自衛隊にとって未知の分野 

の海外活動が始まりました。 

厳しい情勢や制約された法的権限の中で、不平不 

満を一切口ににせず日の丸を背負った誇りと使命感 

を抱き任務を遂行した自衛官の真摯な思いを是非汲 

み取って下さい。 

好評の第１弾「自衛官が語る災害派遣の記録」と 

同様に、「美佐の新国防論」の筆者桜林美佐さん監 

修による第２弾の本書を、会員の皆様には是非ご購 

読いただき、わが子らへの理解を深め、誇りとする 

一助としていただければ幸甚です。 

中東への自衛隊派遣が閣議決定された折、自衛隊の活動について広く普及するため 

  にも会員の皆様のさらなるご理解・ご協力をよろしくお願い致します。 

○定価 1.600 円+税/冊（全国書店で購入できます。） 

○会員特典 

10 冊以上纏めて注文は送料無料、価格 1,500 円（税込み）/冊になります。 

本部事務局に申し込み下さい。 


